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改革改善
の考え方

①問題
点

認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座については、開催数は増えているものの参加人数は横ばい傾向にある。

②改革
提案

地域における認知症の理解の普及のため、ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄの活動を促進し、引き続き認知症ｻﾎﾟｰﾀｰの拡大を図る。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

長野県南信地区認知症・高齢者虐待防止フオーラムは諏訪・上伊那・下伊那の輪番開催であり、平成26年度は下伊那会場と
なることから、今年度の飯田市認知症講演会（12月6日）は同フォーラムとの合同開催とした。土曜日でもあり、呼びかけ範囲が
下伊那全圏に広がったことから、例年より参加人数の増加が図られた。若年性認知症の当事者の講演が好評を得た。

総事業費①+② 758 375 829 365

110 110

臨時職員所要時間 160 160

一般財源 79 153 108 152

人件費計（千円）② 565 565

正規職員所要時間

起債

その他

76 148 104 142

県支出金 38 74 52 71

事業費計（千円）① 193 375 264 365 地域支援事業交付金の任意事業
Ｈ25.26　国39.5％　県19.75％　市19.75％
1号保険料21％
Ｈ27国39%　県19.5%　市19.5%　１号保険料22%

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

認知症の知識・理解を深めるための講演会や身近な地域や事業所での学
習会を開催する。
１　認知症講演会の開催
２　認知症についての学習会の開催
３　認知症キャラバンメイトが認知症学習会を開催する活動費を補助

１　 講演会参加者数
２　学習会回数・参加者数
３　キャラバンメイト派遣補助件数

１　　388 人
２　　58回・　 1647人
３　 　５件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

認知症に対する家族及び地域住民の偏見や無理解の解消を図るため、講演会や学習会を開催して啓発活動を行い、認知症となって
も住み慣れた地域で「自分らしい暮らし」ができるよう支援する体制づくりをめざす。

成果
指標

学習会参加者の累計／対象者数×100   ％ 2 2 2 2

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

安心して暮らせる高齢者の割合

学習会対象者（認知症高齢者を除
く10歳以上80歳未満の市民）数

84500

意図（どういう状態
にするか）

認知症高齢者への理解を深める
目
的

対象（誰・何を） 市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 長寿支援課 H27係等名 長寿支援係 H26係等名 長寿支援係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 12 終了
事務事業名 認知症高齢者見守り（学習会）事業

会計 介護保険
12 45

事業種別 政策

3 施策№ 35 事業№


